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。

T '
v

.
,

、

C
-
O

 

Gustav Gassel, MoheAand Foreign Exchange “after 

M'v
o
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4
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以
上
は
カ
ッ
セ
ル
說
の
.極
く
片
鱗
に
'過
I

い
•が
、v

此

購

買

力

平

鑑

に

挂

s
 

而
し
て
之
を
大
別
し
て 

■
:
次
の
三
部
類
ど
な
す
七
と
が
出
來
ょ
ぅ

0.
、
：
..

闕
，々
へ
^

ぐ̂.:.
-
;!>
1

'!'
: ̂

■
!
:
 

_
_̂
_

第

一

、
爲
替
相
場
と
物
傲
と
の
間
に
晚
想
關
保
を
容
認
す
み
こ
と
。
而
も
H

は

常

ば

^

^

場

を
決
定
す
る
と
云
ふ
解
釋
で
あ
る
，，
 

第

二

兩

者
§

間
に
或
る
數
.
的
關
係
叉
は
相
對
的
办_
關

係
(0
;

在̂
を
主
張
-̂

る
：も
の
，0

M
.ち
爲
# /
相
場
と
物
價
の
何
ル
か
一
汐 

ヵ
他
ガ
に
一
致
ず
る
。

而
し
.て

一
定
の
場
合
に
#
立
し
得
る
爲
替
相
場
は_

|
つ
あ
る
の
み
と
言
ふ
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
場
合
別
に
因 

艰
關
係
は
淤
さ
れ
て
ゐ
啟
い
分.一

リ

-

 

ノ
'.
(
.
:
.

r
l一
一

掸

激

の

間

に

或

る

相

關

的

關

係

を

認

が

る

も

、

.ー
方
が
糝
»
す
れ
ば
、
他
方
も
移
動
し
て
一
方
に
適
合
し
、
以
て
購
買
力
平 

價
に
相
應
す
石
關
懷
を
^
陳
し
て
實
现
す
る
と
.ー35
:
ふ
觯
徵
：で
^
备
.
0

力
ッ

セ

ル

說
は
第
一
の
_

釋
を
撕
つ
て
な
を
% •

の
と
、
通
做
»
把
^
れ

て

ゐ

る

。

尤
も
ヵ
ー
ッ

.

ヤ
ル
•の
：那

齡§
'̂

に
^ :
、
.
.
^;
# -
拥

場

如
 

^
物
價
に
及
ぼ
す
反
作
用
が
容
認
さ
れ
て
ゐ
る
.跪

か

ら

し

て

、

「

修

以

說

は

洗

し

て

常

に

：胸

價

釔

原

因

ブ

:̂
揉
?:
;
.故
果
^
し
、て
ゐ
る
_
で 

は
な
ぃ
と
异
ふ
解
釋
%:
疔
は
れ
て
ゐ
_令

だ

が

併

し

、
.ヵ
.を

ル

0;
:
摁
_

^

か
意
_
が
存
す
る
の
で
は
な
が
ら
ぅ
か
？
•

十

'
'
: 

.. 
一
 

_
.
.
. 

,
••
;

•

.

:

去
り
な
が
ら
斯
く
の
如
き
購
貢
カ
平
愰
說
に
對
し
て
は
、
抓
；

i

幾

多

の

；
撕

判.が

從

來.抓

べ

ら

れ

て

ゐ

る

。

•其

提

本

理

論

ば

貨

幣

齪

量 

說
の
延
長
で
れ
る
か
ら
、
數
量
說
に
反
對
(D
:
立
場
ど
粮
る「

論
者
か
^
紙
ぎ
歐
難
が
*!
■.へ
K
叫
:̂
Q

&

g然
で
が
が
机
、.
X-
敗
應
用
理
論 

と
I

E
ふ
.'ベ

墓

翁

的

^
^
:に

顯

し

て

：も

種
.々

の
難i

が
撒
纖
さ
瓜
て
な
ふ
.o'.
:
'更
に
叉
V
'
•
躑
實
ガ
平
霞
說
は
'世
#
大

戰

：
に

隨

伴

し

た

ィ

. 

V

フ
レ
ー
.シ
，
ン
.時
代
に
は
I

し
た
が
> 
現
今
.の
世
斯
不
泥
W
に

於

芒

比

霧

議

勢

：

ゆ

變

俗

過
ぎ
汝
く
な
つ
た
と
办
見
解
も
敉
る
の
今
茲
+で

嚴

^

ひ
&

ゎ

非

繁

至

ば

議

論

を

述
^

‘ょ

欠

と

し

故

ぃ

が

—

^

の

意

味

に

於

て
 

.
貨
霖
外
俱
値
の
一
.般
的
標
章
ミ
し
て
の
揉
替
相
場
水
，準

を

瞢

粃

場

联
#

む

て

處

質

力

平

：傲

水

準
- E
s

j
o:
5



幕
對
外
僳
値
办

I

般
的
，標
を
し
で
：

S

氣

琢

水

準

基

齋

鐾

の

措

第

し

言

 

六
，。

S

6

六)

'
 

は

馨

懸

理

論

も

亦

、
，未
だ
批
判
に
堪
ベ
，得
ん
，學

聖

樹

立

ず

：る
：達

：つ
て
ゐ
な

い

暮

 

.

.
d 

,

 

#

し

轚

力
I

說
I

馨

i

s

さ
れ
よ
うI

，
.

こ
：

i

f

.は
、
：
物I

f

相
場

f

 

繁

|

丈
は
少
く

 

i

i

し
S

.

でf

う

ャ

何

歡

ら

ぼ

，
.

&

|

替
：
4

 

れ
.

の
侧
に'

之
I

.

め
ら
れ
よ
うf

.

、.

又
爾
者
：の
：間
に

.

饨
等
か
の
相
關
的
關
係
が

^

1

2

方
へ
.の
み
の
影
響
I

さ
れ
よ
.

二
者
の
間
の
共
同
的
影
響
と
認
办I

そ
の
如
何
I

場
合
に
於 

い
て
も
、
物
f

l

と
I

に
於
け
る
一
致
的
傾
向
は
存
在|

る
I

な

い

で

あ

ら

う

か

巷
t

。
そ
れ
故
に
、
純
理
論
的
忙 

因
禺
論
と
し
て
の
購
員
カ
平
籠
の
成
立
せ
ざ
る
所
以
を
立
證
ザ
る
フ

1

ゴ
I

•
ミ
チ
ラ
ア
£

0

 M
g
e
l
:

.も
、
購
買
力
平 

相
場
の
因
果
的
決
定
原
因
で
は
な
い
が
、
一
一
重
の
I

に
於
い
て
そ
S

認
識
根
據
と
な
.

I
と
：を
主
張
じ
セ
■
.響

 

購
負
カ
平
價
は
爲
替
相
場
が
雲
し
て
ゐ
る
か
何
う
か
を
示
す
も
の
で
t
o
:
.
第
二
に
.は
—

が
、
爲
秦
相
場
の
高
さ
が
推
觉
さ
れ
得
る
、
と
言
ふ
の
：で
あ
る
0(
2
:
> 

, 
■

■

9

)

プ
i

!

ミ
ュ
ラ
ア『

爲
替
相
場
と
■

』

拙

譯
r:

八
：四I

六
頁o

;
v

 

V

:

卜

 

：

以

^
-の
所
述
は
こ
X
に
即
ち
馨
相
場
と
物
價
と
の

I

致
的
傾
向
に
、
璧

键

を

置

く

も

の.で
あ
るo

• 

=
 

-

:

;■

物

價

は

馨

馨

の

高

さ
§

ず
る
認
識
根
據
と
l

i
し
て
も
、
無
條
件
に
兩
者
間
の
：
暴

な
'

ー

替

先
.

つ

購

買

ガ

平

，
.債

說

は

自

由

な

.貿

易

を

前

提

と

す

る

o

力

ッ
.
セ
ルも

『

一

ー
國
間
に
.正
常
な
自
由
貿
易
が
行
は
れ
る
と
す
れ
ば

』

ハ
3

レ

と 

述
へ
財
貨
も
貨
幣
も
其
僙
格
又
は
應
賈
カ
の
低
い

.

所
か
ら
高
い
；所

.

.へ
：

1

由
"に
移
動
す
る
:&
. ^

を
.

前
提
と
し.

て'

ゐ
る0

故
に
若
し
こ
の 

前
提
が
興
べ
ら
れ

&

い
な
ら.

ば
、
そ
れ
丈
爲
替
相
場
社
購
買
カ
带
價
か
ら

_

反
す
る
こ
と
、
な
^

、

物

1 1
の

爲

替

阁

場

に

對

す

る

基

_

 

と
し
ず
の
效
果
が
減

|

れ
ざ
岑
を
得
な.

い
9

然
る
：に
自
由
な

.

貿

易

は

實

際

土

ー

，

0 .
-

の

方

面

如

ら

制

約

さ

れ

ざ

る

を

得

な

い

.0
即

ち

ー
 

方
は
自
然
的
制
約
で

.

ぁ
づ
て
、
：

.】

.

爾
間
の
：距
離.

*

陸
中
海
上
.に
於

 

る
も
の
で
あ
る
。

：
自
然 

的
障
碍
を
問
題
外

I

い

卷

专

，

重：f

f t
f

論

的

制

約

が|

。

_

:<
>

麄

出

入」

の
|

:

|

止
、
榦
 

關
税
、
特
定
外
國
に
對
ず
：る

.

價
格
の
诏
上
げ、

.

輸
出
獎
勵
金
：め
交
附
ひ
：貨
物
輸
送
に
對

1

人
爲
的
制
限
等-:

(

6

如
き
貿
易.

|

す
る
許
：
 

多
の.

.管
理
が.

あ
る
：

0

又
.

必
要
恶
を
得
ぬ
外
資
輸
入
：に

伴

ふ

- 0

分

)
G
，
G
a
s
s
e
v
b
p
.

 

c
ir,
p

,
;K
9
.
;

:第H

に
.力
> 
女

ル

說

■外
®

®

.の

獲

得

を

ば

：、

之

を

以

■て

當

該

外

：

國

，の
：
財

貨

及
^
勞

務

に

對

す

る

購
^

^

石

も

.の

|

电

ゐ

)

る
0

'

即
ち
吾>

:

深

國

貨

幣

農1 >
:

遙

；
.

髮

- -

窟

程

黎

支

拂

は

ん-'
<

?

:

^

で
.
®
及̂
び
勞
務
ぬ
.對

:1
>
で
購
眞
カ
务
有
す
る.
の̂
.
■
■s
sfc
歸
曲
fe
:i
i
な
；け
：れ
ぱ
&
;&
安

4
y
c*i
'I

,

の
；

p

あ

：
る
：。
.修

8

の
«
際
貸 

借

を

靈

易

勘

定
>

M
象

#

_

»
定
及
：び
資
本
勘
定
の8

類

笑

|

ず
^
^

易
■

鶴

易

外

勘

奪

.翁

希
：：

資
本
勘
s

_

 

I

迖

を

有

し

駕

念

。で
資
本
勘
定
紀
就

”

^

篦
幣
封
外
惯
値
め
1.敝
敗

標

：章
、

£

'
て
.の
：爲
猙
相
場
水
準
す
爲
替
柑
場
0'
指
標
式
0

:.
七
:

(

！1
5
七)



馨

聚

慟

修

の

I

般

w

し
で
©'
爲
替
義
水
#
赢
替
枇
場
の
.措
標
.ミ
し
て
の
：S

カ

平

價

水

準

八

c 

3
.
0
6 

者

|

於
け
S

機
の
出
動
慕
摘
ず
る
こ
と
が
出
來
考
.爲
替
投
機
も
、
I

外

國

貨

幣

薩

I

て
或
る
麗
の
有 

品
購
I

を

糖

す

I

l

f

基
I

I

I

ま
れ
f

 

‘ 

s

l

l

l

g

t

 

g

l

f

 

I

I

I

 

I

用
I

れ
I

Q
 

S

I

。
.

_
 

l

s

l

接
I

I

出
現
I

:
る
s

及
I

務
I

I

入

疆

I

I

養

額

鐘

戀

I

f

 

^

へ
：：：,
V

:

て

* 

• .
、
 

. 

.
•

し

'
:
.
. 
•
‘
：
.
.
>
•
-
.
- 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

(

4) 

G
.':
o
I
I
, 

op. 

c
 p. las.

.
I

一I

賈
カ
I

說

は

蜃

格

8

!

同

5

度
の
.騰
貴
又
は
l

i

提
t

 

カ
ッ
セ

。ル 

I

 

I

I

0

I

I

I

I

I

1

I

Q.

商
I

同|

墨

猿

管

た

l

#

f

 

■
、

I

I

て
ゐ
る
' 
述
へ
て
.ゐ
る
：〕

#

 ̂

^

_ 

s

 

>

R

K

I

價
I

霜

場

雇

確

昼

S

.
な
l

i

p

_

f

l辰

黎

靜

^

水
準
I

m

l

の
|

。
|

商

謂

眷

g

々
外
國
原
料
•
自
國
生
f

l

璧

し

.フ
後
者
I

自
國
原
料
•
外
國
I

f

外

篇

料

i

l

l

が
^
^
^

如

f

霜

I

貴
5

i

l

l

f

—る
I

 

f

響

又

f

l

i

t

 

i麗

は

決

.し
S

 

要
す
l

、
i

l

海

I

動
f

鏡

f

_

a

l

f麗

l

u

l

l

(

■5〕

Q
. c

i
e
l
,

 

o
p
. 

c

i

r

p
.

 

1
5
2
.

以
上"

の.

如
き
前
提
の
外
、
關
係
國
に
於
け

'

る
經
濟
狀
態i

異
>

,

例(

ば

疆

及

び

關

税上
の

差
異
、
；
勞
働時
間

の

相
違
、
生
活
様 

式
の
相
違
並
：

I

I

I

要
商
品
の
差
異
、
商

I

要
の
：變
化
等
は
何
れ
も
、
爲
替
相
場
を
し
て
購
買
力
平
價
か

I

反
せ
し
む
る
條 

件
と•

な
らI

を
得
な
：い
の
，で

|

。
：塵

此

等

の.

障
碍

|

件
ほ
次
ッ
，ャ

|

 

(

6)

併
し
彼
の
主
張 

( D
.

當
時
杧
在
つ
そ
は
、

'

斯
る
爲
替
と
、物
價
と
：

< p
;

贊

は
'

一：時
的f

:

の
で
、
永
續
す‘る
も

0

.

で
は
な
べ.

、
長
期
間
を
捧
つ
.て
み
れ
ば
兩 

者

1

致
す
べ
き
も
の
だ
つ
た
の
で
あ
る

o

.

'.

:

ノ
.:リ

.

o
. 

I

 

I

 

. 

 ̂

ン
、

. 

,
：

',
•

ニ
： 

^

.

.以

.上
吾
：々
は
.、
'購
貿
力
平
價
說
靈
大
な
前
提
i
條
件
を
有
す
I

の
で
'、
物
價
|

.#
の
.

_
な
ム
■

不

可

能

.で

あ

る

こ

と

を 

考

察

し

た

。

然

ら

ば

大

戰

後

殊

に

：近

年

に

於

け

る

世

囊

濟

の

：動

向

は

、
：
套

窗

於

い

；
て

如

何

I

:
馨

の

#

化

を

招

来

し

た

で

あ

&
 
う

が

？

.:
'

'

'

:

.

'

'

:

で

、
'
'
.
I 
ン
;

，
'

先
づ
第
.一

の
前
提
f

自
曲
な
貿
易
に
就

■
い
て
觀
る
。
世
界
大
戰
後
疑
易
政
策
は

益

；々

‘

國

民

裏

的

と

t

、

.
關
税
障
壁
は
漸
次 

高
め
ら
れ
て
來
た
。
自
由
贸
易
主
義
の

.祖
國
英
吉
利
S

い
て
ず
I

、保
！i

主
#

へ
.S

时
は
免
れ
得
s

-o

た
の
：で
I

が
、金
本 

位
猶
度
の
世
霑
普
及
時
代

|

ぞ
：れ
.
.の
維
持
の
爲
に
：
>

ー
そ
：れ
の
國
際
的
鑛
；の
後

|

爲
替
暴
^

. 

'ば
隨
處
键
行

.さ
れ
て
ゐ
る
o
r故
に
貿
易
は
自
由
象
^̂ 

九

一

三
年
の
事 

0
に
_

し

て

，
も

、
，
關

稅

上

：
だ

け

.雾

愈

次

不

自

由

と

|

.
つ

そ

：
れCD
.
'み
I

#
槳

經

濟

不

況
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ず

■

特

魯

價

値I

じ
なK

ば

な

县

彦

れ
I

併

し

ク

ー

鋳

價

値

佳
纂

篇

が

含

と

し

て
 

增
大
し
.た力
：舊

く

は
縮

少

し

た

か

螽

參

袅出

來

泛■

碁

る

。'

斯

様

襄

內

關

係
^

^

5

蓄

値

を
f

.

し
|

嘗

|

|

外

關

係

娶

晉
.
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定

國

瘍

す^
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货
m

對
外
傯
値
の
：

I,

般
的
擦
窜w

し
て
の
翁
替
相

揚
水

準
せ

相
場
.め(

指
德
«

し
.て
'の
：職
買
カ
举
俱
.水

準

ツ
'

卞「
Q

1.
M
O

I

I

價

値
$

、
-1

馨

i

對

英
I

s

つ
■

 

I

が

如
I

翁

る
'の
，が

至

當

對

I

的

關

係
.に

於s
:

f

一 
般
 

ベ
U
な

げ

れ

ば

對

霖

ブ

般

的

高

度
'は

测

宠

し

.得

彥
 

國

貨

幣I
:

般

に

對

ず

る

贊

ヵf

:
て

し

な
.け

れ

ば
f

l

着

る

ゃ
^

し

で
V

外

國

產
‘に

對

ず
.

f

:警

二

：般

的

爲

替

相

場

又

：は
：爲

嚣

場

水

準

と

名

名

f

o
,
勿

I

I

的
貨
幣
價
値
が
さ
ぅ

2

る
や
ぅ
に
、
觀
念
的
抽
象
的
の
も
の
で
I

:
。
豪

に

外

國

貨

幣

I

s

ん
と
す
れ
ば
、
特
殊

替
相
に
依
る
の
タ
は
な
い
の
.セ
あ
る
が
' 

併
し
'一

般

的

爲

替

相

場

：に

ょ

つ

て

こ

そ

.，
自
國
貨
幣
の
#
外
的
«
値
の
..地
位
を
明
か
；
 

に
す
る
こ
七
が
出
來
る
の
1?
あ
.る
ゃ
;
. 

:
,

,:
:
;;
:

^̂

ニ
體
、
從
來
貨
幣
價
値
を
問
題
に
す
る
場
合
.
.に

對
.內

關

係S
:

T

鲛
 

つ

た
.の
S

?

;理

由
S

:い
：：

で
.

I
い
o
.即

ち

爲

替

相

場

養

つ

て

も

個
<々 p

タ
國
と.Q

R
H

於
け
る
需
給^

^

に.

依

.
つ

て

一

々

定

め

ら

れ

.

る
譯
で
は
.な
い

9

.

自
國
とf t

も
密

接

な

經
濟
的
^
鼐
を 

有

す

る

國

と

篤S

替

相

場

が

響

ら

れ

、
'

之
を
標
準
と
し
て
麗
諸
阔
に

.

對

建

：
て
ら
：
れ

'

る

の

でI

O

例

へ

ば

窗
 

に

士

，
つ
，
て

^

る

爲

替

の
.

塞

準

國

は

、

大

^ :

前

は

英

吉

利

で

'

あ

り>.
>

戰

後

杜

：
ア
メ
：

 

メ

リ.
.

力
で
あ
つ
た
が
、
ア
メ
リ
力
金
融
恐
慌
後
は

1?
K
 

英
吉
利
とI

て
ゐ
る
。
，：即
ち
英
吉
利
に
對
す
る
相
場
が
先
づ
市
瘍
の

#

況
.

に
.

志

て

建

て.

ら̂

我
國
;0
^

.

|場
と
米
英
間
の
^
替
相
場
と
か
：ら
比
例
を
以
て
算
出
さ
れ
た
相
揚
を
瘭
準
と
し
て
、
建
て
ら
汰
る
0

%
あ
|

.
而

;
T

霉
勸

|

%
冬>r
含%#■
§
廳'

其
他
の
諸
國
に
對
-
4て
も
、
へ
此
等
諸
國
が
英
吉
哪|

:
し
：て
最
密
：の
經
濟
的
關
聯
を
有
す
石
か
、
ア
メ
リ
：力
に
對
ム
セ
之
を
有
す
る
か 

に
從
づ
で
，
英
又
：は
米
め.此
等
諸
國
に
：對
す
る
楣
場
と
我
國0
對
英
又
は
對
米
相
場'<
?
-か
ら

、

此

等

諸

國

，
に

對

す

：る

相

場

が

建

^

ら

れ 

る
.
I

I

O所
で
そ
れ
が
金
本
位
時
代
でI

七
，
藝

^

れ
る
丈
で
，ある
か

ら

諸
外
國
.に
對
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
■爲
替
相
場も
、

爲
替
基
準
國K

對
す
る
‘相
場
と
甚し
く
相
違
し
た
變
勁
を
示さ 

な
い
。；
隨

：つ
七■

國
.

に
對
す
る
爲
替
相
場
ぞ
採
ジ
て
觀
れ
ば
、

S

諸
國

S

す
る
相
場
が
當
然
判
明
す
名

n

o

:

換
言
す
れ 

ば
.

W

る
瘍

1

は
或
る.

重

要

關

係

國

に

對

す

る

，
爲

替

相

場

を

以

て

自

國

貨

幣

の

.
'
.
:
一

般

外
 

の

で
：

i

o

/

v

れ
が
、
貨
幣
の

.

對
外
的
價
値I

:与
特
殊
的
爲
替
相
場
が
撰
ば
れ
，
^̂
^

あ

.

ら
今
と
■考

ぺ

，ら
れ
る
:0
V
I
. 
:

■

:

,•
.

右
の
#
き
關
係
ぼ

 

>
 

金

本

位

制

度

が

一

一

部

諸

國

に
へ停

止

：
さ

れ

て

名

”

猶

ほ

輋

要

關

屋

が

依

然

之

±

雜

1>
て

居

る

場

合

に

、は

、

卞
 

だ

或

る

程

度
ま

：で

..
#

#

す

多

と

言

ふ

こ

：と

は̂
^

る
b

蓋

じ

金

：本

ー

位

停

止

國

^

對
す̂

相

場

、
の

變

_

に
^
拘

ら

天

對：重
：耍

麗

國相
. 

場
を
以X

大

體

自

；
國

貨

幣

0

對
外
的
價
値
：の
；水
準
を
_
測
1.
«

る

か

ち

で_

る
_
0 
;併
1>
な

が
&

:

金̂

^

笮
±

國̂

廊

圍

が

擴

大-;
1
.、
M

' 

し
'て
•

塞
關
係
諸
國
も
共
列
に
加
は
つ
光
場
合
に
は
、
最
早
右
の
如
き
關
係
は
淺
存

し

な

く

な

る

a

何

と

な

れ

ば'
諸

國
I

 

は
，

_

に
變
觀
じ^

る

と
f

 ,
な

&

ヤ
且

.

つ
其
程
度
を
著

^

々

異

忙

ナ

る..に
.至

名

か

馨

あ

簿̂

情

勢

に

陷

つ

ぜ

I

へ
の
：で

f

o

:

例

べ

ば

我

國

に

と

穿

f

密

接

な

鬵

的

歡

係

金

有

す

る

參

爾

1

初

塑

，J
、

關

係

ン
 

國

大

部

分

が

金

本

位

製

を

離

脫

し

.
で

；ゐ

石

0

姊

蘭

西

&

激

主

と

す

る

；金

ブ

：.
P
 

.ッ
免

が

幾

存

し

セ

ゐ

名

が

、

：

そ

れ

は

：極

X

少

數

國

で

：
'

T 

©
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七
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て
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：爲
替
相
場
水
準

1

替
相
場
の
：指
標
夺
し

"

て
：の_

雰
.

平

憤

水

準J

マ

，
.

0

2

6

‘

り

，

：且

裏

國

I

:經

濟

的

關

聯

は

此

較

的

輕

對

英

相

雪

寧

ろ

低

下

の
I

、に
：,

：
裏

：柰

如

含
'

、
茅

家
^

:

しV

着

し

裏

で
I

か 

>

.

ぞ
れ

f

下
降
しI

s

る
f

$

 

.或
は
こ:

れ

農

じ

戈

は

斯1 '

目.ふ
：：

1

^

1

.:.

は
I

，
雄

つ

で

圓

傯

感

ろ

對

英

指

示

す

る

哈

ラ

に

y
■
下
6
清

に

^

.

斯

秦

如

き

變

動

が

如

何

產

た

璧

：

分

折
S

も

雪

,

ほ

暮

艺

る

が

、
#

し
.儀

ら

爲

羃

.
:

そ
相
對
的
：

f

養

ぁ

る

か

ら

、
何
れ
の
侧
に
動
因
が

I

I

、
其
變
動
は
：圓
の
對
外
的
慎
値
の
變
化

I

す
も
の
で
な
く
て
は
な 

へI

I

近
な
例I

巧

、—

內
f

いI

價
I

落
i

け
s

i

餘
商

I

囊

2

^

^

、
§

摄

宗

變

f

 

|

雙

か

？

鋳

外

馨

値

象

合

同
_

>

:

:動
I

ァ
f

 

u

t

i
、
.無

®

.

.場

_

變

でt

l

.

、

：
.

f

雾

に

ぽ

圓

_

對

外

的

價

値

は

移

動

W

た
.

秦

は
S

れ
ば̂

彳
際
上
に
.
於
い
^

冬
、
爲
替
相
場
水
準
を

.—

ず
.

_

と
«:
_

^

1

と
#

^

る
の
せ̂

'

.

:

f

ば
購

I

平
.

價
說
は
如
何|

馨

相

場

が

問

題

悉

て

：
簾

か

と

，
ー

5

忆

昼

要

關

係

國

-

-

-

殊

、
に
'
孓
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I

特

練
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爲
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1
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る
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隨

つ

て
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S

I

I

尨

て

：
も
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：
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:般
物
價
水
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に
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關

係
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-

-

-
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國
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i

ち
-

’
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-

?

-

.

.

y

'

v

c
 

ふ
.：

ぐ

.

ノ

ひ
' 

.の

ヤ

ぁ

穿,

傭

擎

平

價

涵

禱

潇

理

證

て
:'
(

0

含

を

ポ

め

ば

ゐ

る->.
0

關
係
外
國
が
：理
論
上
の
假
定
の
如

4

 i

 

'
' 

一f
M

奮

^

潇

ぬ
_

_

1

羅

麥

A

購

場

隱

の

み

を

以

て
I

相
場
の
着
と
す
一
る
；と

I

、
購

員

ヵ

平

順

の
J

と
ぼ
れ
る
の
m
紙

幣

讀

下

で
'̂
る
が
S

の
場
合
次
は
、‘
S

相
場
I

動
が
統
一
を
欠
く 

I

に
、
物
f

す
I

負

力

還

は

、
他

の1

_

國

に

對

す

蓄

れ^

は
、
馨

s

f

蕾

す

こ

と

宏

り

得

る

Q

で
t

o

.警

す

れ

ばg
 

蓄

に

對

す|

賈
ヵ
平
價
即
ち
特
殊
的
購
買
雾
平
價

(

の
み
を
以
て
し
て
は
不
十
分
な

I

免
れ
な
い
。
寧

ろi

之
I

大
し
て
、 

關
係
諸
外
國
に
對
す

I

買

力

平

價

の

霄

即

ち
i

購

貿

ヵ

讓X

は
購
貿
ヵ
平
慎
水
準
を
考
察
し

な

け

れ

ば

な
ら
ぬ
。f

 

し
て
こ
の
購
買
力
平
價
水
準
を
ば
爲
替
相
場
水
準
と

f

し
、
化
て
：爲
替
相
顏
在
る
べ
き
高
さ
に
對
す
論
識
紙
據
と
な
さ
ね
ば
た

f

な

ミ

斯

く

言

つ

た

か

倉

て

、
特
殊
的
購
買
力
平
價
が
全
然
意
義
を
持
た
ぬ
秦
ふ
？
I

い
。
そ
れ
は
f

の
意
味
こ 

於

い

て

翁

な

？

I

が
、
丨

而

し

て

こ
■

は
後
に
鋥
べ
る
が
、

—

貨
幣
の
對
ル
賢
値
が
一
：黯

 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
I

合
に
は
、
購
買
力
平
債
水
準
の
觀
會
宏
せ
し
む
る
こ
と
は
、
：き

缺

き

得

ぬ

と

言

も

2

.

0

 

:

.
■

’

■

こ.

：

.

,

:

以
上
吾
々
は
、
馨

本

位

下

g

い
I

爲

蓄

場

水

準
1

:

1け
れ
^

可
l

i

l

述
べ
た
。然
I

此
I

如
何
進

S

氣

f

t

 

.

I

I

I

H

I

I

I

I

O

I

f

外

價

値Q:
1

般

的

！I

f

し

てQ

•霖

相

揚

水

？
l

i

.
の

指

標̂

し

^

蕾

が

德

黎
 

'
一
；
九
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こ
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篇

對

外

混

のI

般
的
德
章W

し
て
の
一
馨
相
場
水
？

爲
替
柑
場
の
指
標
ど
し
て
の
職
質
力
平

筒

水

準

ニ0 :
;

(

三
ニ0

)

 

先
づ
第 

一g

國
の
經
濟
的
關
係
國
の
：範
圍
を

f

な
け
れ
ば
なI

い
。
本
來I

ば
'
f

上
パ
贸
易
外
の
取
則
關
係
あ
る
外
励 

の
全f

就
き
、
例
へ.

ば
數
認
の
取
引
高
に
應

.

じ
て.

ゥ
f

す
る

l

_

l

i

す
l

i

l

 

H

常

齒
f

る
の
：み.

な
ら
ず
、
襲

i

n

か
ら
の
擊
は
大
局
上
無
視
し
得
る
ほ
ど
で
も
あ
ら
ぅ
か
ら
、
：

f

ぐ
問
題
外
に
置
くこ
と
が
.出
f

而
し
て
比
較
的
響
の
强
き

外
國

I

限
り
得I

あ
る
が
、
今

兹

で

は

計

量

基

化

す

る

爲

に

.

：

が
I

く
大
：局

的

轰

扱ひ
を

以
て 

滿
足
し
て
置
き
た
い

0

昭
和
七
年
の
我
國
貿
易
の
主
要
相
手
國
十

|
ヶ
國
を
採
つ
て
類
別
す
る
と

、

' 

大
體
次
の
割
合
を

*

占
め'

て
ゐ
るo.

t l
■

及

:

“

米
_

| |
_

.

.

'

.

:

:

^

£

.:

^
 

m
 

 ̂

I
 

.

1

^

-

/
 

- 

A

 

5

0
び

-

入

.

.

：

二
I

丨
へ
“
 

？

四

-:

ム

，
二
 

•七 

V

 

.

S

; 7
0

9
0

■ 

假
り
に
第
5

l

f

ブ
、
_

|

弗
グ
ル

1
プ
、
'

第

齡

^

を
三
分H

も
の
と
考.

へ
るo

而
し
て
各
グ
ル
ブ
內
に
於
け
る
物
慣
も
爲

_

各
々
均
衡
傾
向
に
在
る
も
の
と
看
做
し
、
各
グ

ル

丨

ブ

を

英

繁

北

米

合

_

及
び
支
那
を
以
て
代
表
せ
し
め
腐
る
も
の
と
す
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ょ
る
特
殊
的
購
質
カ
平
價

第

一

に
就
い
て
は
上
來
說
述
し
た
所
で
あ
る
が
、
第
二
は
特
定
國
に
對
す
る
特
殊
的
爲
羃

場
の
標
準
とし
て
の
役
割
を有
し

て

居
 

り
、
通

例

購

買

力

平

霞H

於

S

て

蠢

と
な

f

 

Q

l

t

と
は
、
こ
れ亦
f

夏

し

た

。而
し
て
第

一

ニ

摄

髪
易
品
の
內 

外

惠

に

於

け

る
|

の

比

繫

ら

得

ら

れ
f

Q
で
あ
っ
て
、
養

爲

羃

場
g

し
て
l

i

t
蠶

的

變

f

與
ふ
る
も 

の
で
I

。
此
意
味
の
購
買
力
平
價に
は
、
當
該
外
國
に
於
け
る
關f

 

l
接
算
入
す
る
こ
と
が
出
來
る

か

ら

、

興

へ
ら
れ
た
爲
替 

相
場
の
當
養
黑
に
對
す
る
影
響
を
ば
明
か
に
す
る
の
に
役
立
っ
。
故
に
例
へ
ば
窗
の
生
絲
の
如
き
獨
占
的

輸

出

品

、

綿

製

品

の
 

•

如
き
外
國
市
場
に
於
い
て
競
爭
を
荷
す
る
輸
出
品
の
場
合
に
、
特
殊
の
意
義
を有
し
て
ゐ
る
。

此
等
の
鱗
'員
力
平

價

は

一

國

の

對
外
經
濟
關
係
が
多
. ^

れ
ば
多
い
ほ
ど
、簾
理

論

と
.し
て
の
贊
ヵ
平
價
說
の
當
否
に
拘
ら
ず
、 

爲
替
馨
に
對
す
る
檩
準
と
し
て
の
意
義
を
ば
益
々
有
す
る
で
あ

I

O

勿
論
世
界
經
濟
に
於
け
る
旣
揭
の
條
件
の
下
で
は
、

馨

相
 

場
と
購
買
力
平
價
と
の
簾

.が
擴
大
さ
れ
得
るこ
と
は
免
れ
な
い
。
又
ィ
ン
フ
レ
丨
シ
ョ
ン
の
進
行
に
際
し
て

は
、
爲
替
相
場
の
速
動 

力
物
價
推
移
に
先
行
し
て將
來
の
購
貿
ヵ
平
價
を
示

す

矣
ふ
こ
と
も

あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
爲
替
相
場
に
對
し
て
は
、
此
等
諸
條 

.
件
に
關
す
る
翕
的
考
慮
に
依
っ
て
、
：其
標
高

I

I

め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
爲
替
協
定
に
於
き
、
平
價
切
下
に
於
き
、
へ
或 

は
統
制
經
濟
に
於
ける
爲
替
政
策
に
對
し
て
、
そ
れ
は一
の
メ

ル

ク

了
ル
と
し
て
の
意
義
を
ば

有
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

(

党)

霖

對

外

憤

値

の

一

般的
！！
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水
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相
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指

管
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て

の

跳

買

ヵ

平

價

水

準
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